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地球近傍小天体 2007 MK6(以下、MK6)は、その軌道が (1566)Icarus(以下、Icarus)のものと類似しており、同
一起源であることが示唆されている (Ohtsuka et al. 2007)。加えて、IcarusとMK6に類似した軌道を持つ流星
群として Taurid-Perseidがある。これらの事象から我々は「YORP効果あるいは衝突事象により母天体である
Icarus(直径約 1 km)からMK6(直径約 250 m)が分裂した。また、分裂により発生したダストがTaurid - Perseid
の供給源となった。」 と仮説を立てた。両天体が同一起源であると観測的に証明するためには、両天体の反射ス
ペクトルが一致していることを確認する必要がある。また、YORP効果で分裂した小天体の典型的な自転周期
は 5時間であるのに対し (Pravec et al. 2010)、衝突事象により分裂した小天体の自転周期は 2.2時間以下である
(Warner et al. 2009)。MK6の自転周期から分裂原因を推定することも可能である。我々は、2015年 6月及び
2016年 6月に、国内外の様々な望遠鏡を用いて、IcarusとMK6の反射スペクトル (色指数)と自転周期を求める
観測を実施した (実施観測所：北大ピリカ望遠鏡、兵庫県立大学なゆた望遠鏡、岡山天体物理観測所 1.88m望遠
鏡、美星スペースガードセンター 1m望遠鏡、国立天文台むりかぶし望遠鏡、ルーリン天文台、美星天文台、岡
山大学望遠鏡、ローウェル天文台)。本講演では、初期観測成果について発表する。


